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 取組の全体像
 有識者等と、町⻑・教育⻑の対談
 工事工程の再検討結果
 はやま楽校プロジェクトの概要
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令和８年度の取組の全体像

有識者等との対談 工事工程の再検討 はやま楽校プロジェクト
「財源の確保や地域社会への波及効果
など、多⾯的な視点から議論をさらに
深める」ための対談

葉⼭⼩学校の校舎を残しながら新校舎
を建築する案と、一色⼩学校に仮設校
舎を建てて新校舎を建築する案の再比
較

葉⼭町学校整備基本構想の４つのコン
セプトのうち、町⺠の皆さんに⼗分伝
えきれていない「あつまる（開く）」
を既存の学校で実践し、地域のコモン
ズ（拠点）としての可能性を可視化・
共有する

事業方針に関する取組

社会情勢や物価動向を踏まえ、今後の方針を検討する

取組①

楽校の可能性を考える取組
取組② 取組③

構想の妥当性を検証する取組 楽校の可能性を感じる取組
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直近3年の実績を踏まえた児童⽣徒数
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公共工事設計労務単価の推移

参考︓国⼟交通省発⾏「令和８年３月から適⽤する公共工事設計労務単価について」

→ ＋10.7％

→ ＋10.0％
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建築物価建築資材指数の推移

構想公表から令和8年8月まで
152.1÷137.6≒1.1053… → 約10％上昇

令和6(2024)年
137.6

令和8(2026)年
152.1指数〈建設総合〉

参考:建設物価調査会総合研究所 建築物価建築資材物価指数

・
・
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有識者等と、町⻑・教育⻑の対談

対談者 主なテーマ
１ 葉⼭まちづくり協会 新しい学校づくり（学校再整備）について

２
公益財団法人 地球環境戦略研究機関
（IGES）
リサーチマネージャー ⾦ 振 氏

AI時代・GX時代を⾒据えた「⽣きた教
材」と「知の拠点」としての学校づくりに
ついて

３
株式会社モノクローム
代表・秋⾕葉⼭国際学園
創設者 梅田 優祐 氏

学校再整備に伴う概算コスト削減・構造⾒
直し・資⾦獲得及び官⺠連携モデルの検討
について

４ 慶應義塾大学 理工学部教授
宮本 憲二 氏

学校再整備における環境技術の導入と児童
⽣徒への教育的効果について

５ MUSVI株式会社
代表取締役 阪井 祐介氏

テクノロジー活⽤と新たな地域コミュニ
ティの創出に向けて

６ Social Business Lab
代表 カーン 宇愛乃 氏

学校再整備における身体感覚重視の空間設
計と地域連携による多様性教育の推進につ
いて

７ 東京学芸大学
副学⻑ ⾦⼦ 嘉宏 氏

「大人が集う場」と「⼦どもの基礎学⼒・
探究」の融合及び空間ゾーニングの設計論
について

８ 東京都市大学
特任教授 吉川 玄徳 氏

防災拠点のあり方と被災地の経験に基づく
危機管理、教室空間とインクルーシブ教育、
校舎建設資⾦と官⺠連携について

９ 葉⼭町教育委員 資⾦調達と校舎建設のあり方について

１０ 株式会社SPACE
代表取締役 福本 理恵 氏

インクルーシブな学びと地域交流を融合し
た新たな学びの空間について

１１ 株式会社BEAT ICE（葉⼭アイス）
⼭口 冴希 氏

児童⽣徒の探究心・問を育む教育環境と地
域に開かれた学校施設のあり方について

１２
株式会社CINRA 代表取締役
株式会社Inspire High CEO
杉浦 太一 氏

次世代の学習環境・地域拠点のあり方につ
いて

報告書のイメージ

リスト
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工事工程の再検討結果
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はやま楽校プロジェクトの概要
１. このプロジェクトで目指すこと

葉⼭町学校整備基本構想の４つのコンセプトのうち、町⺠の皆さんに⼗分伝えきれていない「あつまる（開く）」
を既存の学校で実践し、地域のコモンズ（拠点）としての可能性を可視化・共有する

従来の学校

まなぶ
従来の学校

くらす
従来の学校

まもる
今回実践・可視化

あつまる（開く）

２. 目的を実現するための３つの取組

これらの取組は単発で終わらせず、定期的な対談・交流会の開催や、新しい楽校の使い方を試す企画への協⼒
要請につなげるなど、学びに関するネットワーク形成の第一歩としたい

取組① 取組② 取組③

対談・交流企画 小さな声も集める企画 新しい楽校の使い方を試す企画
学校関係者・地域で活動する人・⼦
育て世代・中高⽣・大学⽣・福祉・
商工など、多様な⽴場の人が集い、
未来の学校を語り合う場を創出する

普段、学校や町との関わりが少ない
人、思っていることを声にすること
がなかった人、そんな人たちの声を
集め、気づきの機会にしたい

各校の特色や地域性を⽣かして「大
人も使う」「大人と⼦どが混ざる」
新しい使い方をスモール実践

３. 実施期間

12月１⽇（⽕）〜12月12⽇（⼟）を中心とした期間とする


